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〈書評論文〉

モ デ ル ・マ イ ノ リ テ ィ の20世 紀

南アフリカ ・白人優位主義社会の中国系 コミュニティ

     Yoon Jung Park, 
   A Matter of Honour: 

Being Chinese in South Africa 
  (Lexington Books, 2009)

山 本 め ゆ

はじめに

南アフリカ(以 下南 ア)の マイノリティ ・コ ミュニティの本格的な研究は、アパル トヘ

イ ト(1948～1991/1994)撤 廃後に始まった といってよい。中国系住民 については、1996年

にYap&Manが 初めて包括的な コミュニ ティ史 を編 んだが、本稿 で論 じるYoonJung

Parkの 『AMatterofHonour』(2009)は それに続 く成果である。

現在南ア国内に10,000～12,000人 ほど居住 してい るといわれる中国系住民だが、彼 らが

近年注 目を集めるようになったのはい くつか理 由がある。 まず、アフリカ各国で中国系 コ

ミュニテ ィが存在感を増す なか、南 アのそれは歴史の長 さにおいて群 を抜 いてお り、三世

や四世たちが根 を下ろして生活 しているこ とが挙げ られ よう。研究者や ジャーナリス トた

ちは、南 アの中国系 コミュニティに中国系 アフリカ人の未来 を見る思いで注視 してい る。

さらに、2008年 に南ア最高裁が彼 らをアパル トヘイ ト期 に不利益 を被 った 「blackpeople」

であると認定 し、それが大 き く報道 されたことも一因だろ う。これを きっかけに、かつて

の人種 カテゴリーの曖昧 さとともに、彼 らの地位が南ア国内の政治情勢だけでな く台湾や

中国 との関係 とともに変化 して きた ことが報 じられ、あらためてエスニック ・マ イノリテ

ィの歴史を見直す必要性 を印象づけた。

本書において著者は、中国系住民 たちの祖が南アに移入 した19世 紀か ら現在 までの歴
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史を振 り返 るとともに、イ ンタビュー調査 を通 してこの集団が苛烈な白入優位隼義をいか

に生 き抜 いて きたかを描 いている。南ア研究においては少数者であるアジア系住民の存在

はしばしば見落ζき寂みちだが、中国系住民の地位の変遷は、亡あ国が経験 した人種政策

と新人種聯 到辛を騨 るつや騨 幣 唆碧与杯 隼 聯 う・
.・.

1著 者 と構成
　ピ ロ し ア

㌧::・ ほ 」`タ ♂・・レ

著 者 のYoonJungParkは 、 現 在南 ア 「♂ヨ～ハ ネ ス・ズ ル・グ大 学 の社会 学調 査 セ ン ター(the
、

CentrefbrSociological・,Rβ6晦rch).の 上級研究員であるQ}韓 国系アメリカ人として学士 ・

修士 をアメリカで修了 し、 ヨ熟・ネスブルクのウィッ しヴォー タ・ズランド大学で博士号 を取

得 した。本書 は彼女の博士論文 をもとに した初の単著であ り、2009年 に南ア とアメリカの

両国で相次いで刊行 された。主な調査手法は中国系南ア人77名 へのIn-depthイ ンタビュー

と参与観察を中心 とする質的調査で、アーカイブなどの文書資料のほか量的なデータも補

完的に用 いられてい る。 フィール ドワークは ヨハ ネスブルク、 プレ トリア、キンバ リー、

ケープタウン、ポー トエ リザベスの5ヵ 所で実施、 さらに南 アか ら他 国へ移住 した人びと

に対 して も電子 メールな どを通 じて聞き取 りを行っている。'これらの調査 は1999年 に始 ま

り、 さらに2004年 ～2007年 にかけて実施されている。

本書は序章 』・終章を除 き、7章 か ら構成 されている。

第1章 と第2章 は、先行研究や歴史資料 を用いなが ら、中国人が南アに移入 した背景 と

中国人/中 国系住民 に対する待遇の変化 を追う。アパル トヘイ ト政策は人び とを4つ の人

種集団、す なわち 「白人」「カラー ド」 「イン ド系」「アフ リカ系」 に大別 していたが、 中

国系住民は 「カラー ド」の一員 とされたq)。 彼 らはアパル トヘイ トによる差別 を経験 しな

が らも、1970年 代以降にはさまざまな特権を与えられ、 白人社会に受け入れられるように

なっていった。

第3章 は、彼 らのアイデンテ ィテ ィに影響を与えた一要素 として、中国/台 湾の政治体

制 と 「偉大なる中国」の神話に注 目する。著者 によれば、中国系南ア人の年長世代 は南ア

生まれであ りなが らしば しば外国人の ように扱われ、その排 除の経験 によ り想像上の故郷

を心のよ りどころとす る傾向にあった という。

第4章 は、アパ ル トヘ イ ト期における彼 らの地位の上昇について論 じられる。著者はこ

こで、 中国系住民 を3つ の グループに分類 し、60歳 以上(二 世)をshopkeepers、35歳 か

〔D「 カ ラ ー ド」 とは 、 「白 人」 「イ ン ド系 」 「ア フ リカ 系 」 の いず れ に も収 ま ら な い 人 び とを 指 す カ テ

ゴ リー で 、 中 国系 の ほ か にい わ ゆ る混 血 の 人 び と、 コ イ、 サ ン、 グ リク ワ、 マ レー系 な どが 含 ま れ た。
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ら59歳(主 に二世)をfbnce-sitters、34歳 以下(主 に三世)をbananasと した うえで、そ

れぞれの経験 を比較 している。Fence-sittersと は白人でも中国系その ものでもない という

曖昧さを、bananaと は外見はアジア系であ りなが ら内面は白人化 した様子 を表 してお り、

ともに当人たちが 自称 しているのだとい う。

第5章 は、権利獲得のための活動を通 して構築 されたエスニ ック/人 種 アイデンティテ

ィに焦点を当てている。彼 らはすでにshopkeepersの 世代か ら西洋文化 の受容 を始 めてい

るが、同時に人種政策に抗 うなかで中国系 としてのエスニ ック ・アイデ ンテ ィテも維持さ

れた。彼 らの文化は失われたのではなく、中国系南ア人独 自の文化へ と変化 したのだと著

者は論 じる。

第6章 は、アパ ル トヘ イ ト撤廃後の中国系住民 の地位 に注 目する。民主化後の新体制の

もと、アパル トヘ イ トによって不利益 を被った人びとに対す る補償 としてアファーマティ

ブ ・アクション政策がスター トしたが、中国系住民はその対象か ら外され、彼 らの地位の

曖昧さがあらためて浮 き彫 りとなった。

第7章 は、今 日的な話題 として、ニューカマーたちとの関係や彼 らの トランスナ ショナ

ル性 に注 目す る。 現在南 アには10,000～12,000人 の 中国系南 ア人、6,000人 の台湾人、

120,000～200,000人 の中国人が居住 している。民主化後に移入 して きた大量の中国人ニュ

ーカマーと南 ア生まれの中国系南ア人の間には緊張関係があ り、法を遵守すること、非政

治的であること、勤勉であ ることを強 く自負するshopkeepersとfbnce-sittersは 、中国人

ニューカマーに対す る違和を表明 している とい う。

2南 アにおける中国系コ ミュニテ ィの歴史

ここでは、本書の第1章 、第2章 を もとに、南 アにおける中国系 コミュニテ ィの歴史 を

ごく簡単 に振 り返 ってい こう。

南 アにおける中国人の記録 として最古の ものは、現在の ケープタウンを1652年 か ら支配

していたオランダ東 イン ド会社の労働者 だという。次に19世 紀前半か ら年季奉公の労働者

や職人が到来 し、定住者が増 え始めていった。 白人たちが初めて中国人移民に対 して恐怖

と敵意 を表す ようになったの もこの時期であった といわれる。20世 紀初頭には、南ア と清

朝の契約の もと63,000人 を超える中国人が鉱山労働者 として 「輸入」 された。

これ らの年季奉 公の労働者 らとは別 に、主に19世 紀末か ら20世 紀前半にかけて移入 して

きた移住者が、現在の中国系住民の祖である。彼 らは富を築いて母国 に凱旋す ることを夢

見て、「ゴール ドラ ッシュ」 さなが ら南アを 目指 したのだ。 ところが人種主義的なイデオ
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ロギー台頭 とともに、非 白人全体の移入 を規制する法律が次々と制定される。新たな入 国

が困難になるにつれ、中国人たちが定住の傾向を強めてい くと、1946年 にはついに南ア生

まれの人の数が中国生 まれの人 を凌 ぐまでになった。当時の中国系住民の人口は、1921年

で1828人 、1936年 で2,944人 と記録 されている(Yap&Man1996:177)。

南アが第二次世界大戦 に入った とき、南アは中国を同盟国 とみな し、彼 らの待遇はわず

かなが らも改善 され、戦後に対する希望が広がった。 ところが1948年 、南アにおいては国

民党が政権 を取 るとともにアパ ル トヘ イ ト政策が導入 され、その翌年の中国では共産党が

新たな国を建国する。母国を失った と感 じた人びとは、 より厳格 な人種主義に覆われた国

で生 きてい くことになった。

さまざまなアパル トヘイ ト法 のもと、中国系住民は差別 と抑圧 を経験 した。 しか し少数

者である彼 らの地位は曖昧で、 ミ ドルクラス化す るにつれ一部の人び とは次第に白人社会

に接近 してい く。1962年 にはひ とりの中国系男性が 「白人 として受け入れ られている」 と

いう理 由か ら白人 に分類 され、それに続 く数人が白人の地位 を手に入れた。1971年 には、

近隣住民の合意 を得ることを条件 に、白人居住区に土地 を購入するこ とが可能 になった。

1975年 、1978年 のHumanScienceResearchCouncilの 調査 によれば、ほとんどの白人は

中国系住民 を白人に近いものと認識 していたという。

さらに、1970年 代後半に国際社会か ら孤立 した南アが台湾 との関係を深めたことも、彼

らの地位上昇 に大 きく貢献 した。よ く知 られていることだが、人種政策を批判 されていた

南アと、1971年 に国連 を脱退 し孤立感 を強めていた台湾 は、「反共産主義」 を掲げて手 を

取 りあい、親密な関係を築いていった。 と りわけ南アが1967年 にソウェ ト蜂起での虐殺 を

厳 しく非難 され、欧米か らの経済制裁に包囲 されて以降は、台湾は南アの重要なパー トナ

ーな り、貿易や技術交流が一層促進された。 これによ り台湾か らの移住者が増加、同時に

中国系住民への規制 も次々 と解 除されていった。

ただし、彼 らの地位はけっして磐石 とはいえなかった。1966年 にフェルウール ト首相が

ヨーロッパか らの不法移民 に暗殺 された ときには、政府は不法移民に対 して神経 を尖 らせ

るようにな り、約400人 の中国系住民が尋問された。 中国系住民はすべて強制的に送還 さ

れる とい ううわさも流れた。 また第7章 で言及されているように、中国系住民のなかにア

パル トヘイ ト期 にイギリス、 カナダ、アメリカ、 オース トラリアに移住 した人が少な くな

かったということも、彼 らが経験 した差別 と地位の不安定さを示 している。アパル トヘ イ

ト期 の中国系住民の人口については、発言者やデータの引用元によってば らつ きがあるが、

1960年 代 には6,000～8,000人 程度、1980年 代 には10,000人 程度だった と推測 される(Yap&

Man1996:381,426)
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アパル トヘイ ト撤廃後 も、中国系住民は再び人種カテ ゴリーの問題に直面する。新政府

は人種 間の貧富の格差 を是正す るべ く、雇用均等法(1998年)や ブラ ック ・エ コノ ミッ

ク ・エ ンパ ワメン ト法(2003年)な どのアファーマティブ ・アクションの政策を導入 した

が、そのどち らの法 において も、優遇すべ き集団のなかに中国系住民は含 まれていなかっ

た。著者の インタビューによれば、その理由について彼 らは、かつ て白人政権か ら与 えら

れた特権 を受け入れていたこ と、反アパル トヘイ ト運動 に目に見えるかたちで参加 しなか

ったことが原因だろうと理解 していた とい う。2003年 にはChineseAssociationofSouth

A倣ca(CASA)が この件について議会に意見書を提 出し、ついに2008年6月 、前述の2つ

の法において、過去に不利益 を被 った 「blackpeople」 に含まれるに至った。

3中 国系住民の戦略 とアイデ ンテ ィティ

この節では、本書 に加 えて関連文献 も参照 しなが ら、彼 らが どのように白人優位主義の

波から身を守 り、そ して どの ようなアイデ ンティティを築 いていったかを整理 してい く。

アパル トヘイ ト期、他の非白人のリーダーたちが積極的に政治活動に参加 して きたの と

は対照的に、中国系住民 はほぼ一貫 して政府や白人社会との対立を回避する とい う戦略を

とって きた。象徴的な出来事 といえば、国連が対南ア非難決議 を採択 したときの彼 らの反

応 だろ う。1961年 にヨハ ネスブルクで警察による虐殺事件が発生 した際(シ ャープビル事

件)、 国連安保理 は対南 ア非難決議 を採択 し、台湾 もその決議 に加わった。 中国系 コミュ

ニテ ィの代表者 は台湾の外務大臣に文書 を送 り、台湾の行動 はそれ まで中国系住民が得て

きた南 アでの特権 を損 ないかねない と抗議、 さらにコミュニテ ィの リー ダーは南 アのフェ

ルウール ト首相 と会談 し、南ア人 として南 ア政府 を支持す ると表明 した(Yap&Man

1996:372)。 また本書のなかである中国系住民 は、イベ ン トを開催 しては売 り上げを白人

の慈善事業に寄付す るなどして 白人社会と友好な関係 を築 き、子 どもたちを白人の学校 に

入れ ることがで きた と語ってお り、 日常生活において も地域の白人社会の信用 を獲得すべ

く努力 を重ねていたことが うかがえる。

著者はアメリカ ・ミシシッピの中国系住民 に関す る研究 を行 ったLoewenを 引用 して、

アパル トヘイ ト期 の中国系住民 との共通点 を指摘する。Loewenは ミシシッピの中国系住

民の成功の特徴 として、1)彼 らが人種 的分断を容認 していることを白人に示す2)ラ

イフス タイルや イメージを白人 に受容 しやすいように適応 させ る3)教 会、学校、 ダン

スなど白人 と同様の組織 を設立する4)学 力の高さに関する評判 を確立する5)静 か

で トラブルのないコ ミュニティを作 る、 などを挙げるが、 これ らは権利 を主張 して対立す
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るのではな く、「モデル ・マイノリテ ィ」になることを通 して少 しで も多 くの資源を獲得

しようとする姿勢 といえるだろう。そ して～ 「モデル ・マ イノリテ ィ」 として他の非 白人

との差異化 を図るさまざまな活動 こそが、 ミドルクラスの勤勉な文明人 という彼 らのアイ

デ ンティティを形作 っていった と著者は論 じる。

彼 らは世代を追 うごとに、南 ア内での社会的地位は白人 との距離を縮め、 また文化的 に

も西欧化 していった。著者が用いたコーホー ト別の描写 によれば、shopkeepersは アパル ト

ヘ イ ト以前に生まれ、差別 と抑圧 を経験 しなが ら生 きて きた世代である。次のfbnce-sitters

は、中国語 よりも英語に親 しんで成長 し、特権 を享受 した。そ して最後にbananasの 世代

は、学齢期にはアパル トヘイ トによる障壁が緩和 され、 白人の学校で白人の友人 とともに

成長 したという。結婚について も、アパ ル トヘイ ト期には白人 との結婚は禁 じられていた

が、それでも理解ある教会で挙式 をした り、近隣国に出国し結婚 した例 もある'という。

ただ し、彼 らは白人社会 に接近 しなが らも、完全にそこに同一化することはなかった。

1970年 代後半か ら1980年 代 にかけて、中国系南 ア人に白人としての選挙権 を与えようとい

う声が与党と野党の両方からあがったときも、彼 らは 「白人の権利whiterights」 と 「完全

な権利血llrights」 を区別 し、彼 らが求めているのは 「白人の権利」ではな く 「完全 な権利」

であるとしてそれを拒んだ。そこには、遅かれ早かれ南アに黒人政権が誕生することを見

越 したうえで、白人 としての権利を得ることは損失につながるとい う判断があった。

政府 との衝突 を回避 して きた中国系 コミュニティだが、アパル トヘイ ト後のアファーマ

テ ィブ ・アクション政策 に対 してCASAの 起 こした活動 は、権利のために声 を上げたほと

んど初めての経験だった といえよう。彼 らは各地でオープ ン ・ミーティングを開催 し、ア

パル トヘイ ト期 の待遇についての口述書 を作成す るなどの活動を展開 した。そ して中国系

住民が アパル トヘ イ ト各法によって数々の不利益 を被 ったこ と、なによ り参政権 をもたな

かったことを主張す ることで、勝利を勝ち取った。

4考 察

以上を踏まえ、南アの中国系 コミュニテ ィにつ いて、主に人種研究やエスニシティ研究

の観点か ら考察 をまとめてみたい。

第一に、従来のアパル トヘイ ト研究やリポー トにおいては、中国系住民は非 白人 として

冷遇 され、南 アと台湾が友好 関係を深めた80年 代 になって厚待遇に転 じたと説明 されるこ

とが多かったが、実際には台湾 との関係が強化 される以前か ら段 階的に白人社会に受け入

れられていたことを本書の知見は示 している。アパ ル トヘ イ ト期には、白人居住区にコミ
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ユニテ ィを築いた 日本人駐在員に対 して、日本 一南ア間の貿易上のパー トナーシップにそ

の理由を求める見方が支配的だったように、中国系住民 の地位 につ いて も南アと中国/台

湾 との国際関係のような外的要因ばか りが強調 されて きた。それ らの国際情勢 に目配せ し

なが らも、南ア社会内部での地位上昇 メカニズムに着 目した本書の視角は、社会学者な ら

ではといえるだろう。

第二 に、これまで南 アの人種政策は社会 ダー ウィニズムの影響下 にあったことが強調 さ

れて きたが(Dubowl995)、 中国系住民の歴史か ら印象づけ られるのは、む しろ人種 と階

級 という差異カテ ゴリーのせめ ぎあいであ り、、生物学的差異 よりも文化的差異が強調 され

る新人種主義である。ギルロイは新人種主義の一例 としてアパル トヘ イ ト政策を挙 げ、南

アの隔離政策が肌の色 という区分だけでな く文化 とエー トスに基づ いていたことを指摘 し

ているが(Gilroy2000)、 中国系住民の地位の変化はそれを裏付 けるものだろう。科学 を

標榜するアパル トヘ イ ト政策において もさえ も、人種 とは経済階層や生活様式なども含め

た複合的な社会的概念であ り、人種の外延を巧みに延長 し曖昧化 しなが ら延命を図ってい

たことがうかがえる。

最後に、本書のなかで もたびたび言及されている日本人 との関係について も触れてお く。

著者は中国系住民の生活圏の拡大 に大 きな影響 をあたえた もの として、 日本人の存在 を挙

げている(2}。本書のインタビュー調査のなかで、ある中国系住民が、かつて 日本人を装っ

て白人施設 を利用 していたことを述懐 しているが、 日本人駐在員が白人居住区で生活 して

いたことにより、外見上 は日本人 との区別が難 しい中国系住民 も次第に白人施設に受け入

れられていったという説明は、Yap&Man(1996)、Osada(2002)な どにも見 られ る。従

来は、「肌の色が同 じであるにもかかわらず 日本人は白人待遇、中国系住民 は非 白人待遇」

として対比的に描かれ、両者の差異が強調 されて きたが{3)、 これ らの歴史からは日本人駐

在員の存在が結果的に中国系住民 を白人居住区に導 き入れた とい う側面 も浮かび上がって

くる。

前述の通 り、2008年 に中国系住民は政府のアファーマテ ィブ ・アクションの対象として

{21本書 では、1961年 に集団居住法において日本人は正式に 「名誉白人」として除外 されたと記述さ

れている。 しかし実際には、内務大臣が1962年 の議会で説明 したように、ビジネスや外交のために南アに

やってきた人びとは、みな肌の色にかかわらず白人居住区での生活が許されてお り(DebatesoftheHouse

ofAssembly,1962:4770)、 日本人に対する特別な待遇ではなかった。
〔31たとえばウォーラーステインは、人種主義とアパル トヘイ トについて次のように指摘 した。「人種

は、またそれゆえ人種主義は、垂直的分業と結びついた生産過程の地理的集中を表現 したものであ り、そ

の推進者にして結果なのである。南アフリカ国家がこの二〇年間に、自国を訪れた日本の実業家をアジア

人としてではなく(現 地の中国人はアジア人とみなされているのに)、 むしろ 『名誉白人』と呼ぶ決定をし

たことで、このことは誰の目にも驚 くほど明らかになっている」(ウ ォーラーステイン1990=1997:121)
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正式 に認定 されたが、本書の もとになる博士論文が提出されたのは2006年 であ り、2008年

前後の経緯 は第6章 に追記 としてまとめられているのみである。 「Blackpeople」 と認定

されるまでの背景や世論な どについて も、今後の成果を期待 したい。

おわ りに

本書は、20世 紀の南 アにおけるマ イノリティ ・コミュニティの歴史につ いて貴重な知見

をもたらす とともに、白人優位主義社会において しば しば中間的な 「緩衝地帯」 と位置づ

けられるアジア系住民の地位上昇のメカニズムとアイデ ンティテ ィを考察す るうえで も、

重要な事例 となっている。 また彼 らの地位の変遷 をめ ぐる歴史か らは、アパ ル トヘイ ト下

の白人性 とミドルクラス性の結びつ きも、あ らためて浮き彫 りになった。

まえが きでも述べた通 り、まだ歴史が浅い南アのマイノリティ ・コミュニティの研究 に

おいて、本書の刊行はこの分野に重要な貢献 をもたらした。中国系 コミュニテ ィについて

は世界中に数多 くの蓄積があ り、今後は南アを含めた国際比較の可能性 も広がるだろう。

参考文献

Dubow, S., 1995, Scientific racism in modern South Africa, Cambridge: Cambridge University Press. 

Gilroy, P., 2000, Against Race, Cambridge University Press. 
Osada, M., 2002, Sanctions and honorary whites: diplomatic policies and economic realities in relations 

          between Japan and South Africa, Westport: Greenwood Press. 
Yap, M. and D. L. Man, 1996, Colour, confusion, concession: The history of the Chinese in South Africa, 

          Hong Kong: Hong Kong University Press.
ウ オー ラ ー ス テ イ ン,L,1997,「 民 族 性 の 構 築 」 「人種 ・国民 ・階級:揺 ら ぐア イ デ ン テ ィテ ィ』(若 森 章 孝

ほか 訳)大 村 書 店:105-129.

Debates of the House of Assembly, 1962: 4770.

(やまもと めゆ ・修士課程)

Kyoto Journal of Sociology XVII / December 2009




